





























































































































































































































































des ta at”とよばれるものを．さらに場合によってはイギリスのテュ－？＇・ー 王朝期
やフランス町フ．ルポン主朝期にみ句れる社会体制までも含めているのが通常であ
る。さきにも触れたように，日本町徳川封建体制はむしろドイツの“Stiindestaat”
に相似している商がつよいのて1 とくに上のような説明を加えた。。 ごれを 「資本主義社会」とよんでも差支えないと私は考えるが，ここでは誤解
をさけるために r産業社会」の表現を用いたJ、ずれにしても意味内容はほぼ同ー













































































































































































































十七世紀の初頭にかけて， J.U. Ne！教授が「早期産業革命J early industrial 
revolutionとなずけたような産業化のスパー トがあった。 ( J U. Nef, 








(2) ここでは，とくにH.Heaton, The Yorkshire Uゐollenand H匂rstedIndustn田
from the Ea油田！Timesup to the Industnal Revolution.1920 ;A Fλl¥'adsworth 




(3) LS.Pressnell, Co閥均 Bankingin the lndustnal Reiolution, 1956 
(4) Commissioners for Trade and Plantations町所見。昂ouseof Commo出
Journals, I, p 435 
(5) Daniel Defoe, The Complete E噌HshTrad，印刷n,5th ed., 1745, I, p.359.もち
ろん.master manufacturersもまた信用をあたえられて．「 つの長い信用の連
鎖J a long chain of creditがて酬き上っていたわけでみるが，それにも拘わらず，
デフォウの把握が正しいことはす以下町叙述を参回していただきたい。
(6) Daniel Defoe, A Tour through England and L抽f田， ed.by G.D.H. Cole, 










は，とくに A.P.Wadsworth and J. de Lacy Mann, op cit.の叙述を参照。
(8) Defoe, op. cit., I. pp 15 7. 
(9) Wadsworth and de Lacy Mann, op .cit., pp. 91£ . 96, 249その他を見よ．
側 拙稿 r資本主義発展の起点における市場構造」『大塚久雄著作品』第五巻所収．参
照。































（ヰ本稿の英文は In白rnationa/Rei iew of the H日loryof Banking, 
Vol. I (Geneve, 1970）に掲載された。しかし，日本町学界に対しで
もあながち無価値ではないと思われるので，本誌にこの日本文を寄
稿することとした。
